
中央新幹線建設工事に伴う発生土運搬について

東海旅客鉄道株式会社
中央新幹線長野工事事務所
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地元地区 打合せ会議（説明会）

2020年12月25日(金)
松川町リニア中央新幹線建設工事対策委員会〔第12回〕

本日の説明内容
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• 運搬経路の考え方

• 運搬台数の推移、運搬車両の通行経路
→ 飯田市方面、上伊那方面、松川インター方面の経路
→ 運搬経路の道路状況

• 交通影響を低減させるための今後の検討内容

• 運行計画、車両通行時の安全対策・環境対策

• 主な質問内容及びその回答について

 令和３年度夏以降、当社による発生土運搬を予定しています

 遠方への運搬にあたって、松川ＩＣから高速道路を通行することを
考えています

 本日は、下記の内容についてご説明致します
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これまでの経緯

２０２０年 ８月６日 ： 地元５区代表者との打合せ会議（第１回）

２０２０年 ９月１日 ： 地元５区代表者との打合せ会議（第２回）

【地元５区】古町区、上新井区、名子区、大島区、上片桐区

２０２０年１０月１日 ： 松川町リニア中央新幹線建設工事対策委員会

運搬に関する全体計画・運搬経路（案）などについて相談

本日 ： 関係する地元地区へのご説明

【地元地区】
古町地区、上新井地区、名子地区、大島地区、上片桐地区

【経路検討時の考え方】

• １路線に車両が集中しないように、経路を分散するように計画します

• 狭隘道路を避けるように計画します

• 町外の発生土活用先の場所や、それまでの道路状況を踏まえて計画します

• 国道153号上新井交差点は、交通量が多く、右折車線がないことから、

全方向において右折しないように計画します

• 国道153号～県道松川インター大鹿線渡場交差点までの間は、道路沿線の状況、
運搬台数を踏まえて、経路を計画します

• 遠方への運搬にあたって、松川ＩＣから高速道路を通行することを考えています

⇒県道松川インター大鹿線東浦～上新井間は町の中心部であることを踏まえて
運搬経路を検討していきます。これにあたり、皆様のご意見を頂きたいと考えて
います

地元５区代表者との打合せ会議では、上記の考え方で説明を行って参りました
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発生土運搬経路について



中川村

松川町

高森町

豊丘村

鶴部

藤森

渡場

上新井

松川ＩＣ高速

松川町内における発生土運搬計画

≪発生土運搬車両の運搬経路≫

≪大鹿方面からの総運搬台数の推移≫

※表中値は、県道松川インター大鹿線渡場交差点を通過する発生土運搬車両の台数

大鹿方面からの
発生土運搬

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
以降上期 下期 上期 下期 上期 下期

最大台数 （片道/日） 100 150 150 450 450 450 550

東浦
下小松川橋南

下垣外
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大鹿方面



鶴部

藤森

渡場

上新井

〔飯田市方面〕
：往路・復路
：往路
：復路

至
大
鹿

≪発生土運搬車両の運搬経路：飯田市方面 ≫
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松川町内における発生土運搬計画



至
大
鹿

鶴部

藤森

渡場

上新井

〔上伊那方面〕
：往路・復路
：往路
：復路

≪発生土運搬車両の運搬経路：上伊那方面 ≫
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松川町内における発生土運搬計画



松川ＩＣ
高速

的場橋

中川村

松川町

高森町

豊丘村

鶴部

藤森

渡場

東浦

上新井

下小松川橋南

まつかわ
大橋南

下垣外

～凡例～

松川インター大鹿線 ＆ 町道古町境の沢線

松川インター大鹿線 ＆ 町道護岸線・洞新線

往路：
復路：
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≪発生土運搬車両の運搬経路：松川インター方面 ≫

松川町内における発生土運搬計画



40

50

50

40

50

40

歩道無

50

速度制限標識無

～凡例～

要注意箇所（幅員不足等）

横断歩道（通学路）

横断歩道（通学路以外）

松川ＩＣ
高速

鶴部

藤森

渡場

東浦

上新井

下小松川橋南

まつかわ
大橋南

下垣外

的場橋

1

2 3 4 5

6

7 8

50

急な勾配

国道１５３号

広域農道

急な勾配

急な勾配

急な勾配
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運搬経路の道路状況



• 工事箇所（大鹿村）から国道153号までの間で、発生土活用先に運搬することで、
運搬台数を削減するように計画しています

・・・ 県道松川インター大鹿線改良事業（中川村半の沢地区）

・・・ 鳶ヶ巣環境対策事業（大鹿村大河原地区）

・・・ 生田地区、中川村内の発生土活用候補地

• 運搬台数が増加する令和３年夏以降において、複数の発生土活用先に運搬する
ことで、運搬経路を分散するように計画していきます

１つの道路に工事車両が集中しないように交通影響の低減に努めてまいります
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交通影響を低減させるための今後の検討内容

【基本的な考え方】

• 運行時間帯は８：３０～１７：００（日曜・年末年始等の長期連休除く）に行います

• 地域のイベントや催事等が開催される場合は、運行時間等について事前に

調整させていただきます

• 運行計画に大幅な変更が生じる場合は、事前に関係地区にご説明いたします

• 通常の時間帯（８：３０～１７：００）以外や休工日に運行することがあります

その際は、事前に地元の皆様にお知らせいたします
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発生土運搬車両の運行計画



【基本的な考え方】

一般車両及び歩行者の安全確保を第一に考えて、安全対策を実施します

～ 主な実施内容 ～

○ 地元車優先、安全運転（交通法規遵守、急発進・空ぶかし禁止 等）の徹底

○ 必要箇所に交通誘導員の配置、立て看板の設置

○ 車両間隔の調整（車両同士ができる限り連行しない）

○ 運転手への安全運転教育（入場時・定期）の実施

○ ステッカーによる工事関係車両の明示
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発生土運搬車両の安全対策

町道古町境の沢線

1

2

• 交通誘導員配置等の安全対策の検討を進めてまいります
• 注意喚起のための安全看板も適宜設置します

1

～凡例～

：交通誘導員配置

：写真位置

2

3

的場橋

3
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安全対策について（例）



• 要注意箇所(幅員不足等)には、注意喚起のための立て看板設
置や交通誘導員配置等の安全対策の検討を進めてまいります

（※デザインは変更となる場合があります）

注意喚起用安全看板イメージイメージ
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安全対策について（例）町道護岸線

【主な実施内容】

• 運搬台数の平準化、運搬経路の分散化による各種環境への影響低減

• ダンプ荷台への防塵シート敷設による粉じんの飛散防止

• タイヤ洗浄による運搬道路への粉じん対策

• 運転手への講習指導（高負荷運転の抑制、車両の点検整備による性能維持）
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発生土運搬に関する環境対策
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